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１． はじめに 

河川生態等の公益財団法人リバーフロント研究所の業

務に関連する文献、セミナー報告書等を調査し、2カ月に 1

回程度、文献概要レポートをまとめ、リバーフロント研究

所内で供覧し、業務品質の向上に資する。 

 

２．技術文献等ＤＢの概要 

（１）表－１のとおり技術文献等 DB を作成し、リバーフロ

ント研究所内部で閲覧できることとした。 

（２）表－１のとおり平成 29 年 3 月現在で 5件の海外文献

を登録している。 

（３）登録する文献は、リバーフロント研究所の主要業務

である河川環境、水循環、水環境、川まちづくりに関係す

る内外の文献である。業務に関連して調べた文献、今後、

活用できると考えられる文献を選定している。 

（４）DB には、キーワード、要旨を記述し、利用者が必要

とする文献かどうか迅速に判断できるものとした。 

（５）添付ファイルは、文献の PDF であり、原文を閲覧で

きるようにした。また、要旨のパワーポイント等を作成し

た場合は、併せて添付した。 

（６）文献を登録した担当者名を記載し、文献の内容につ

いて相談したい場合に担当者に問い合わせできるものと

した。これにより文献等に関する知識の共有化が図られる。 

（７）文献を登録する担当者は、随時記載内容の充実を図

れるものとし、スピーディな登録を促した。 

（８）利用者が希望する文献等がある場合は、NO 欄に希望

と記載し、文献等のキーワードを記載すれば、該当する文

献等の存在を知っている者が、文献登録することとした。 

 

３．期待される効用 

（１）河川環境については、近年、米国の自然再生事業は

サイトスケールからリーチスケールに大規模化し、それに

適した物理ハビタットのモニタリング手法が開発されて

いる。国内の多自然川づくりのモニタリングにも参考にで

きる。 

（２）米国では気候変動の経済社会、環境に及ぼす

影響の評価が網羅的に実施されており、国内にお

ける気候変動の河川環境に及ぼす影響の予測評価

に参考にできる。 

（３）水循環については、米国は砂漠地帯もあり、

地域的に水不足が顕在化しており、地下水解析を

含めた渇水予測、渇水対策がなされている。国内

の水循環の解析、対策の参考にできる。 

（４）水環境については、米国では、水理条件の変

化による生態系への影響を定量的、確率的に予測

解析した事例があり、国内での水理条件の変化に

よる生態系への影響評価の参考とできる。 

（５）川まちづくりについては、米国では河川事業

と街づくりを含めた総合的な効用の評価を実施し

た事例があり、国内での川まちづくりの総合的な

費用便益評価の参考とできる。 

（６）リバーフロント研究所は平成 29 年度で創設

30 年であり、今後 10 年のテーマを検討するにあた

り、参考にできる。 

 

３．おわりに 

 平成 29 年 6 月現在、約 20 の文献を登録準備中で

あり、今後、登録文献を充実する予定である。 
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表－１．技術文献等ＤＢ 

 

 


